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Ⅰ．目的 
 現在の教科教育学においては、特別な支援を要する児

童・生徒を想定・包括した理論や実践を構築することは喫

緊の課題であるとされている。(原田，2010) 
 また、教科教育の実践研究では、特別支援教育に関する

研究、またそれ以外の研究においても様々な研究がなされ

ている。特別支援教育の研究においては、ICT や教材教具

など具体的な指導方法に関するものが多いことがうかがえ

る。河野(2014)は、肢体不自由特別支援学校においてタブ

レット端末を活用する実践を行っており、児童の学習意欲

を高めるのに有効であったことを示している。 
 そこで本研究では、知的障害特別支援学級の算数授業に

おける教授行動を分析し、算数授業において有効な教授行

動とその傾向を明らかにすることを目的とする。 
 
Ⅱ．方法 
 知的障害特別支援学級における算数授業の様子をビデオ

記録する。記録を基に、授業の展開部約 34 分間を 10 秒ご

とに区切り、計 203 コマの教授行動をカテゴリー分類する

(Table 1)。また、各項目の生起数をカウントし、授業内で

生起した教授行動に対して、適切な学習反応を示した児童

の人数により 4 段階で評価を行う(Table 2)。 
【対象】 
・ 小学校特別支援学級教諭 1 名 
・ 小学校特別支援学級児童 5 名 

(6 年生 1 名、5 年生 1 名、4 年生 1 名、3 年生 2 名) 
【取り扱う単元】 
 算数「長さ」 
【実施時期】 
 2016 年 8 月 
 

Table 1 教授行動一覧 
教材提示 板書 
発問 学習状況説明 
児童の発言の繰り返し 評価 
既有知識の確認 注意喚起 
指示 個別の声掛け 
課題説明  

 
Table 2 「児童の反応」評価基準 

 教師の教授行動に対して、対象(教師、教材等)を注視す

る、言葉や身体表現で反応を示すといった行動が見られた

場合、適切な学習反応を示したとみなす。 
 「個別の声掛け」の項目に関しては、教授対象が個人に

なるため、その児童が適切な反応を示した場合を○、そう

でないときを×で評価する。 
5～4 人：◎、3 人：○、2～1 人：△、0 人：× 

 
Ⅲ．結果 
 教授行動カテゴリー各項目の生起数とその評価を以下の

Table 3 に示す。 

Table 3 教授行動の生起数と評価 
 生起数 ◎ ○ △ × 
教材提示 19 12 7 0 0 
発問 19 6 11 2 0 
児童の発言の繰り返し 17 4 9 1 3 
既有知識の確認 2 2 0 0 0 
指示 13 7 4 1 1 
課題説明 36 12 17 7 0 
板書 34 3 8 18 5 
学習状況説明 11 8 3 0 0 
評価 2 2 0 0 0 
注意喚起 3 3 0 0 0 
個別の声掛け 20  19  1 
その他 27     
計 203 59 78 29 10 

 
 生起数が多かった教授行動として、「課題説明」「板書」

の 2 つの項目が挙げられるが、評価の内訳については「課

題説明」では“◎”と“○”の評価が大半を占めているの

に対し、「板書」では、“△”の評価がおよそ半数を占めて

いることがわかる。 
 「教材提示」「発問」「児童の発言の繰り返し」の生起数

に大きな差はないものの、「児童の発言の繰り返し」の項目

のみ、児童の反応にばらつきが見られる結果となった。 
 「個別の声掛け」の項目に関しても生起数が多く、評価

に関しても、ほぼ全て“○”の評価となっている。 
 
Ⅳ．考察 
 今回の授業においては、「発問」「課題説明」「指示」とい

った言語による教授行動の項目が多く見られ、それに対す

る児童の反応も適切であったことから、言語を中心とした

教授が高い効果を示す結果となった。しかし、「個別での声

掛け」の生起数の高さや、「注意喚起」「教材提示」の評価

の高さから、児童の注意を引いて話を聞ける体制を整えた

り、個別の声掛けによって集団に対する教授では行き届か

ない部分を補ったりすることが、言語による教授行動の効

果を高めることにつながったと推測される。 
 また、生起数の多い「課題説明」「板書」の項目では、児

童の反応に大きな差があり、「板書」における児童の学習反

応の弱さがうかがえた。「板書」場面における教授行動の検

討が今後の課題になると言える。 
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